
「近畿亜鉛栄養治療研究会」設立を祝して

日本微量元素学会理事長

荒川泰昭

先ずは,研究会の設立をお祝い申し上げます.日 本微量元素学会では,微量元素の栄養

評価委員会を設け,亜鉛の重要性については「正常人血清亜鉛の下限値の設定基準」 (基準

値下限 :80 μg/dl)を 検討し,臨床分野への提唱を働きかけていた時期でもあり,と くに「臨

床面での亜鉛治療の重要性」を啓蒙ならびに教育していかなければならない必要性を謳っ

ていた矢先でもありましたので, まさに時を得た研究会の設立でした.それだけに,本研

究会への期待も大きく,本会の発足を契機に,臨床面での亜鉛治療において,長い間,進

展せず,手付かずにあった多くの問題点が一つ一つ解決されていくことと期待されます.

とくに,医療の現場では,亜鉛欠乏症で悩み苦しんでいる患者が多数いるにもかかわらず ,

その症状を亜鉛欠乏症と気付かずにいる臨床医が多いという現状を考える時,今こそ「亜

鉛治療の重要性」について,正 しい知見・知識の周知が必要であると考えます

しかし,そ の周知には時間が掛かると思います 保守的な「従来の常識」を変えることは
,

アカデミックな分野であればあるほど困難であろうと思いますが,本研究会からの地道な

発信が臨床領域とくに臨床医への啓蒙や教育に繋がり,亜鉛治療の重要性や必要性につい

て臨床医の意識や認識を変えていくものと思います

すなわち,本研究会での勉強会の積み重ねや得られた知見の発信が,正 しい知識を普及

させ,理解させ,そ して態度ならびに行動を変容させていくものと思います これこそが

健康教育の目的であり,真髄でもあろうと考えます

日本微量元素学会としても,学会で蓄積 。構築される知識を臨床分野へ広報・普及 。周

知させることが最も重要であることを声高に唱えている昨今ですが,本研究会の発展,す

なわち「臨床における亜鉛治療」の分野の研究はその先駆的・先兵的役割を果たすもので

あり,大変重要な学術集会として今後大いに期待されるものと思います.

最後に,「亜鉛と健康」一不老と長寿の必須微量元素・亜鉛の臨床面での重要性を提唱し
,

臨床分野への啓蒙・教育を熱望され,本研究会の設立にご尽力された官田學先生はじめ関

係各位に敬意を表します。
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「近畿亜鉛栄養治療研究会」役員・顧問・世話人 (50音順,敬称略)

代表世話人

宮 田    學  近畿健康管理センター・ウエルネスなんば診療所長

監  事

吉 川 敏 一  京都府立医科大学消化器内科教授

顧  問

青 木 継 稔  東邦大学学長

荒 川 泰 昭  日本微量元素学会理事長

市 山    新  浜松医科大学名誉教授

糸 川 嘉 則  京都大学名誉教授

井 村 裕 夫  京都大学名誉教授,元京都大学総長

上 田 国 寛  京都大学名誉教授,神戸常盤大学学長

岡 田 昌 二  静岡県立大学名誉教授

力]嶋    敬  京都府立医科大学名誉教授

木 村    隆  近畿健康管理センター理事長

倉  澤 隆 平  長野県東御市立みまき温泉診療所顧問

児 玉 浩 子  帝京大学小児科教授

桜 井   弘  京都薬科大学名誉教授,鈴鹿医療科学大学薬学部教授

佐 治 英 良『  京都大学薬学部教授,京都大学薬学部長

左右田 健 次  京都大学名誉教授

高 木 洋 治  大阪大学名誉教授,甲子園大学名誉教授

田 中    久  京都大学名誉教授,元京都薬科大学学長

千 熊 正 彦  大阪薬科大学学長        _
千 葉 百 子  国際医療福祉大学名誉教授

馬 場 忠 雄  滋賀医科大学学長

平 野 俊 夫  大阪大学医学系研究科教授,大阪大学医学部長

本  田 子L 士  京都大学名誉教授,大阪赤十字病院名誉院長

柳 澤 裕 之  東京慈恵会医科大学環境保健医学教授
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世 話 人

一  京都大学耳鼻咽喉科教授

一  公立小浜病院皮膚科医長

司  三重大学肝胆膵・移植外科教授

宏  大阪府立成人病センター肝胆膵内科部長

功  済生会和歌山病院消化器内科部長

朋  京都大学生命科学研究科准教授

城  京都府立医科大学産婦人科教授

洋  兵庫医科大学臨床検査医学教授

子  大阪市立大学大学院生活科学研究科准教授

史  兵庫医科大学耳鼻咽喉科教授

也  滋賀医科大学附属病院栄養治療部病院教授

輔  京都大学神経内科教授

剛  岸和田徳洲会病院顧問

二  京都府立医科大学消化器内科准教授

秀  滋賀医科大学消化器内科教授

美  京都大学皮膚科講師

樹  京都大学皮膚科教授

學  近畿健康管理センター・ウエルネスなんば診療所長

勲  大阪市立大学大学院生活科学研究科

一  京都府立医科大学消化器内科教授

之  京都大学探索医療臨床部教授

雄  医療法人朗友会 さいわい病院院長
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編集委員

大阪府立成人病センター肝胆膵内科部長

済生会和歌山病院消化器内科部長

滋賀医科大学附属病院栄養治療部病院教授

岸和田徳洲会病院顧問

京都府立医科大学消化器内科准教授

京都大学皮膚科教授

大阪市立大学大学院生活科学研究科


